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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第３四半期
連結累計期間

第52期
第３四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 13,046,647 12,287,708 17,835,500

経常利益 (千円) 1,066,698 851,444 1,509,230

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 684,802 549,399 1,114,236

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 797,612 393,235 1,322,727

純資産額 (千円) 9,054,382 9,859,702 9,573,819

総資産額 (千円) 15,150,630 14,787,634 15,192,559

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 84.14 67.51 136.91

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 83.56 66.95 135.93

自己資本比率 (％) 58.3 65.0 61.4

回次
第51期

第３四半期
連結会計期間

第52期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 29.60 27.13

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．当社は平成27年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前

連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株

式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況 １

四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等） セグメント情報」の「３．報告セグメントの変更等に関する

事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府による経済政策や金融緩和政策を受けて、企業収益や雇用

情勢の改善など、景気は穏やかな回復基調となりました。一方、個人消費の回復の遅れや中国をはじめとするアジ

ア新興国においては不安定な経済環境のもとで推移しており、依然として先行きは不透明な状況が続きました。

当社グループが関連する建設市場におきましては、前期第１四半期まで続いた消費増税に伴う駆け込み需要の反

動減や建設現場での人手不足による工期の遅れ、また太陽光関連市場の縮小等により商流に停滞感が生じました。

この結果、第３四半期連結累計期間の売上高は12,287百万円（前年同四半期比5.8％減）、営業利益892百万円（同

18.7％減）、経常利益851百万円（同20.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は549百万円（同19.8％減）と

なりました。

各セグメントの業績は以下のとおりであります。

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当第３四半期連

結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

① ファスニング事業

公共事業等の需要が減少したほか、太陽光関連市場の縮小等による影響を受け、当社主力製品である金属系・

接着系あと施工アンカーの販売が低調に推移いたしました。

この結果、当セグメントの売上高は9,243百万円（前年同四半期比7.0％減）、セグメント利益は1,201百万円

（同13.8％減）となりました。

② 機能材事業

電動油圧工具関連は、円安の影響により海外販売は好調に推移いたしましたが、国内販売は微減となりました。

また、電子基板関連やアルコール測定器の販売は好調に推移いたしましたが、FRPシート関連の販売は減少となり

ました。

この結果、当セグメントの売上高は3,044百万円（同2.2％減）、セグメント利益は380百万円（同10.5％減）と

なりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動金額は、104百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より404百万円減少して14,787百万円となりました。

これは主として現金及び預金、受取手形及び売掛金が減少した一方、たな卸資産が増加したことによるものであり

ます。

負債の合計は前連結会計年度末より690百万円減少して4,927百万円となりました。これは主として短期借入金、

長期借入金が減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末より285百万円増加して9,859百万円となりました。これは主として利益剰余金が増

加した一方、為替換算調整勘定が減少したことによるものであります。

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期連結累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しに重要な

変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,000,000

計 34,000,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,745,408 8,745,408
東京証券取引所
(市場第二部）

単元株式数 100株

計 8,745,408 8,745,408 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年10月１日～
平成27年12月31日

― 8,745,408 ― 768,590 ― 581,191

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

① 【発行済株式】

平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 606,700 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,132,500 81,325 ―

単元未満株式 普通株式 6,208 ― ―

発行済株式総数 　 8,745,408 ― ―

総株主の議決権 ― 81,325 ―

(注)「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数4個が含まれております。

② 【自己株式等】

平成27年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

サンコーテクノ㈱
千葉県流山市南流山三丁
目10番地16

606,700 ― 606,700 6.93

計 ― 606,700 ― 606,700 6.93

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,681,430 1,447,883

受取手形及び売掛金 3,411,720 ※3 3,095,139

たな卸資産 2,906,050 3,128,308

その他 644,175 646,291

貸倒引当金 △3,107 △2,885

流動資産合計 8,640,269 8,314,738

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,407,538 1,365,881

土地 3,082,963 3,148,838

その他（純額） 815,332 745,076

有形固定資産合計 5,305,834 5,259,796

無形固定資産 61,566 53,626

投資その他の資産 ※2 1,184,890 ※2 1,159,472

固定資産合計 6,552,290 6,472,895

資産合計 15,192,559 14,787,634

負債の部

流動負債

買掛金 1,157,380 1,097,003

短期借入金 1,554,996 1,359,163

未払法人税等 155,549 118,599

賞与引当金 122,306 138,535

その他 620,464 396,976

流動負債合計 3,610,697 3,110,277

固定負債

長期借入金 720,006 572,509

役員退職慰労引当金 36,641 14,899

退職給付に係る負債 1,021,019 1,008,965

その他 230,376 221,281

固定負債合計 2,008,042 1,817,654

負債合計 5,618,739 4,927,931

純資産の部

株主資本

資本金 768,590 768,590

資本剰余金 581,191 581,191

利益剰余金 7,903,131 8,330,451

自己株式 △244,385 △244,385

株主資本合計 9,008,528 9,435,848

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 35,410 42,077

為替換算調整勘定 287,569 141,428

その他の包括利益累計額合計 322,979 183,506

新株予約権 33,522 48,278

非支配株主持分 208,789 192,069

純資産合計 9,573,819 9,859,702

負債純資産合計 15,192,559 14,787,634
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 13,046,647 12,287,708

売上原価 8,915,493 8,369,316

売上総利益 4,131,153 3,918,391

販売費及び一般管理費 3,033,117 3,025,416

営業利益 1,098,035 892,975

営業外収益

受取利息 4,704 3,534

受取配当金 3,612 4,124

仕入割引 34,480 31,363

投資不動産賃貸料 23,481 23,694

持分法による投資利益 669 -

その他 21,083 23,485

営業外収益合計 88,032 86,203

営業外費用

支払利息 9,398 6,316

売上割引 90,635 90,931

持分法による投資損失 - 195

その他 19,335 30,290

営業外費用合計 119,370 127,734

経常利益 1,066,698 851,444

特別利益

固定資産売却益 - 838

投資有価証券売却益 20,773 286

特別利益合計 20,773 1,124

特別損失

固定資産除却損 12,120 16,531

特別損失合計 12,120 16,531

税金等調整前四半期純利益 1,075,350 836,037

法人税等 388,382 283,388

四半期純利益 686,967 552,649

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,164 3,250

親会社株主に帰属する四半期純利益 684,802 549,399
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 686,967 552,649

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14,347 6,666

為替換算調整勘定 96,297 △166,080

その他の包括利益合計 110,645 △159,413

四半期包括利益 797,612 393,235

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 785,812 409,925

非支配株主に係る四半期包括利益 11,799 △16,689
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

(会計方針の変更)

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等

を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資

本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしま

した。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取

得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更い

たします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っており

ます。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財

務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び事

業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

(四半期連結貸借対照表関係)

　１. 保証債務

(1) 当社は、連結会社以外の取引先の買入債務に対して、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

三倉工業株式会社 27,064千円 三倉工業株式会社 18,141千円

サンコー・トーカイ株式会社 5,337千円 サンコー・トーカイ株式会社 3,724千円

　計 32,402千円 　計 21,866千円

(2) 一部の連結子会社は、取引先が子会社製品を使用するリース契約につき、リース物件の引取を条件とした保

証を行っております。

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

5,903千円 3,055千円

※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

投資その他の資産 △49,514千円 △49,235千円
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※３．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

受取手形 ― 12,427千円

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 208,246千円 240,232千円

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

　 配当金支払額

(決 議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 122,080千円 30円 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

　 配当金支払額

(決 議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 122,079千円 15円 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注１)

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額

（注２）ファスニング
事業

機能材事業

売上高

外部顧客への売上高 9,934,728 3,111,919 13,046,647 ― 13,046,647

セグメント間の内部売上高
又は振替高

110,914 273,419 384,334 △384,334 ―

計 10,045,642 3,385,339 13,430,981 △384,334 13,046,647

セグメント利益 1,393,534 424,846 1,818,381 △720,345 1,098,035

(注) １．セグメント利益の調整額△720,345千円には、セグメント間取引消去△1,762千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△718,583千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

調整額
(注１)

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額

（注２）ファスニング
事業

機能材事業

売上高

外部顧客への売上高 9,243,235 3,044,473 12,287,708 ― 12,287,708

セグメント間の内部売上高
又は振替高

76,363 204,162 280,526 △280,526 ―

計 9,319,599 3,248,636 12,568,235 △280,526 12,287,708

セグメント利益 1,201,119 380,310 1,581,429 △688,454 892,975

(注) １．セグメント利益の調整額△688,454千円には、セグメント間取引消去13,327千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△701,781千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、当社グループは組織体制の変更により、従来の報告セグメント「ファスニング

事業」、「リニューアル事業」、「センサー事業」の３区分を「ファスニング事業」、「機能材事業」の２区分に変更

し、併せて全社費用の配分方法についても見直し、セグメント調整額に含めることといたしました。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分に組み替えて作成しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

（1）１株当たり四半期純利益金額 84.14円 67.51円

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 684,802 549,399

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額(千円)

684,802 549,399

普通株式の期中平均株式数(株) 8,138,622 8,138,622

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 83.56円 66.95円

　 （算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
（千円）

― ―

普通株式増加数（株） 57,087 67,161

　 （うち新株予約権（株）） (57,087) (67,161)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含まれなか
った潜在株式の概要

― ―

（注）当社は平成27年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連

結会計年度の期首にこれらの株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成２８年２月１０日

サンコーテクノ株式会社

取 締 役 会 御 中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 布 施 木 孝 叔 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 稲 垣 正 人 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 廣 瀬 美 智 代 印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンコーテク

ノ株式会社の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成２７年

１０月１日から平成２７年１２月３１日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成２７年４月１日から平成２７年１２月

３１日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利

益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンコーテクノ株式会社及び連結子会社の平成２７年１２月３１

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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